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登録リスト（該当：133件）
  ≪  1  2  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: いにしえの丘公園]	いにしえの丘公園	長野大学から３０分ほど歩いたところにある公園です。
古墳が２つあります。
秋に行った時は紅葉がとてもきれいでした。	2024-01-25
	2	[image: いにしえの丘公園・下之郷古墳群]	いにしえの丘公園・下之郷古墳群	　長野県工科短期大学校の北、いにしえの丘公園にある古墳群。塚穴原第1号古墳と2号古墳がある。

　古墳時代、塩田地域に豪族がおり、それなりに栄えていたことがわかる。

　小高い丘にあり、周囲に川の流れている様子はない。現在残っているため池などはほとんどが江戸時代に造られたものであり、古代に水不足があったのか、どう対処していたのかについてはあまりわからない。	2023-11-07
	3	[image: 将軍塚]	将軍塚	別所温泉郵便局近くにありました。
古墳時代に、有力な豪族の墓として作られたようです。
素朴ながらも芸術的な小さな石塔が盛り土の上に建てられています。
夕日に照らされ、荘厳な雰囲気を醸し出しています。	2023-10-31
	4	[image: 富雄丸山古墳]	富雄丸山古墳	奈良市にある富雄丸山古墳（4世紀後半）から過去に類例のない盾形銅鏡と全長2メートルを超える巨大な鉄剣が出土しました。

1月29日に現地見学に行きました。20人ずつ順路に案内されて古墳を巡りました。発掘現場に到着すると気分高揚しました。	2023-02-05
	5	[image: 西部地域　秋葉神社]	西部地域　秋葉神社	二子塚古墳の近くにある神社。周りに住宅地があるが、古墳の近くのためか足元が不安定な場所に位置していると感じた。	2022-10-30
	6	[image: 立科町散策③　【大庭遺跡】]	立科町散策③　【大庭遺跡】	2022/06/21（火）

立科町役場から少し歩いたところにある【大庭遺跡】へ。


長野県にきて驚いたことの1つは”縄文時代の遺跡が至るところにある”ということ。
小学校に縄文土器があったりして非常に面白い。


立科町にもその1つ大庭遺跡があると知り、訪れた。


行ってびっくり、
大庭遺跡は”古墳時代、奈良時代、平安時代わたる複合遺跡””とのこと。

縄文時代である約6500年前の竪穴式住居が17棟、墓が85基。
古墳時代～奈良平安時代である約1400年前の住居址18棟、高床式倉庫が1棟が検出されている。


この遺跡を見ていて考えたことは2点。

1点目は
このような貴重な複合遺跡がなぜ全国的に、いや長野県内にすら知られていないのか。
もしかしたら、私が知らないだけかも知らない。
が、少なくとも周りにいた上田市民の知	2022-06-21
	7	[image: いにしえの丘公園]	いにしえの丘公園	生島足島神社に向かう道中で寄り道をしつつ移動していると偶然古墳らしき物を見かけた。設置された説明文から名前は「他田塚古墳」と「塚穴原古墳」だと言うことが分かった。上田市に住んで2年ほど経つがこんなに身近に古墳があるとは思っていなかったので驚いた	2022-05-17
	8	[image: 成果報告（まとめ）]	成果報告（まとめ）	まとめとして現在開発中の上田市を舞台にするゲームの全貌を書いていきたいと思います！

タイトルは[上田で〇〇してみたら……！？]
形で進めていこうかなと思っています。

まず、そもそもなぜ上田探索をしていたのか？何が目的なのか？
それは、どういった魅力が、どういった地域資源があるのかを見たいためです。そして、せっかく住んでるんだから何かしら形にしたいなと思っております。
それがこのゲームとしての形になっているという訳です。
こういう物を通して自分の住んでる場所をしっていきたいなぁという思いもあります。

さて、このゲームの狙いや目的としては、｢上田といいうものに遊びつつ触れる｣というところです。
さらに考える要素も詰め込むため地域教育などでも活用できると考えています。

遊びつつ触れる	2022-02-01
	9	[image: ここらへんで一旦まとめ]	ここらへんで一旦まとめ	なんで上田探検をしているののか、それはゲームを作りたいからです
(なんでわざわざ”ゲーム”なのかというのは｢どうして地域資源で遊ぶの？｣の記事を参照)

参照とは書きましたが一応なんとなく概要だけ。ホビーとして地域資源を発信すれば興味が無い人でも巻き込めるかなって思っているからです。さわりだけでも｢こういうのがあるんだ！｣みたいな感覚になって上田に触れる人が一人でも増えてくれたら嬉しいです。


さて、ここまで色々なものを見てきました。古墳、池、景色と。

それをどうゲームにまとめるか。
https://docs.google.com/document/d/1moarKFrUze8l2_XUbDJjwM9SZ0_LW3H7RcgTzq4o_4A/edit?usp=sharing
原案としてはこんな感じにまとまっております。

簡単に説明しますとマップは別所線区間内で行う陣取りゲームです。
特産品などを宣伝だった	2021-12-22
	10	[image: 大星橋]	大星橋	黄金沢川に沿って下流へ進むと現れたのがこの大星橋。
この付近は二子塚古墳や大星神社など、歴史を感じる街並。少し錆びたこの橋も、趣を演出する要素の一部となっている。そう感じました。	2021-11-14
	11	[image: 調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する]	調べて出てこない場所でも名前があるところ以上の価値がある場所も存在する	3つ連続で同じ時系列の投稿にはなるんですけどまたまたタタラ塚古墳に向かう途中の話です

ホントに特に何か施設があるわけでもなく民家しかない坂でした。上りがけっこうきつかったので自転車を降りて歩いて上っててさすがに疲れたなーと思って立ち止まりました。それでなんか予感がして後ろをふと振り返ったらこんな景色が広がってるじゃないですか！
こりゃ撮るしかねえなああ！

そんな感じで撮ったんですけどもう1週間早かったら真っ赤じゃなくてもうちょい色々な色のコントラストが広がってて惜しいことしたなーみたいな感じになったとはいえ、まあ綺麗ですよね
来年のリベンジに期待ですね！(リベンジすること多いな笑)

ここをゲームで使うとしたらイベントカードとして味方の士気を上げるみたいな感じで春夏秋冬バージョン	2021-11-12
	12	[image: 上田に｢古墳｣！？！？]	上田に｢古墳｣！？！？	先日千曲川の写真を撮ろうとして、いつもは143号線を通って行くんですがちょっと常田新橋に抜ける方に変えてみたんですよ。
それで一本道とはいえ方向音痴なもんでマップ見ながらじゃないと動けないんですね

そしたらなんか画面の端の方に移ってるじゃないですか
これは行くっきゃないなと思っていった訳ですよ
まあただ敷地内にありそこまでよくは見れなかったのですがご紹介だけ

名前は｢タタラ塚古墳｣
古墳時代後期に築かれた古墳と推定されています。上田悠生寮の敷地内にあるため近くではよくは見られなかったのですが案外外に出てる部分は小さいな～って思いました
写真も撮れていないので今回は無いのですがちゃんとアポを取り今度リベンジしたいと思います！

これをカードに使うのだとしたら後方支援として後ろに配置し	2021-11-12
	13	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	14	[image: 人物02　真田信之]	人物02　真田信之	　真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。天正十八年徳川家康の女小松姫を迎て室とす。文禄二年九月諸大夫に任じ、伊豆守と稱す。以下真田氏篇第三章にその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1195頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-21
	15	[image: 人物84  武七]	人物84  武七	常田村の人、屋根屋を業とし、父を六平といい(略)時に年五十一。

『上田市史・下巻(1940)』1299頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-20
	16	[image: 人物59　八木与一郎]	人物59　八木与一郎	兼助の子、慶応三年九月十五日江戸麹町六番町の薩邸に生る。（略）
尚最近菅平生物研究所長たり。

『上田市史・下巻(1940)』1090、1091頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-20
	17	[image: 人物47 世良田亮]	人物47 世良田亮	安政五年を以て上田に生る。（略）明治十年米国留学を命ぜられ、同十四年卒業、後二ヶ年間欧州を歴遊し、同十六年帰朝し、海軍中尉に任ぜられ(略)、海上には彼の巨艦鎭遠等其功績に大なるものありき。(略)

『上田市史・下巻(1940)』1261頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	18	[image: 人物40 門倉伝次郎]	人物40 門倉伝次郎	上田藩士。文政三年八月二十六日生る。（略）
慢性腎臓炎に罹り、十月十八日逝く。年七十一

『上田市史・下巻(1940)』1238～1239頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	19	[image: 人物19 山田維則]	人物19 山田維則	維則は上田藩士。（略）
あすよりは春をむかふるいとなみに軒の松葉の雪や拂はん

『上田市史・下巻(1940)』1209～1210頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	20	[image: 人物15 安原龍淵]	人物15 安原龍淵	龍淵は通稱清介、名は邦憲、字は有文又右文。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1207・1208頁を転載
 （目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	21	[image: 人物56 鈴木志津衛]	人物56 鈴木志津衛	父は旧上田藩士、幸蔵の次男。明治五年九月二十七日生る。


『上田市史・下巻(1940)』1269~1271頁を転載
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	22	[image: 人物05　仙石政俊]	人物05　仙石政俊	先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の嫡男、元和三年七月小諸城に生る。(略)
猶領主篇参照のこと。

『上田市史・下巻(1940)』1012頁、1013頁、1014頁を転載
社寺古墳及人物誌
人物篇	2021-07-19
	23	[image: 人物29　岡崎如毛]	人物29　岡崎如毛	如毛は上田柳町の酒造家小堺屋五代目平助にして、名は知方。五窓緀、壱老人の別號あり。文政十三年四月十二日召す。行年六十八歳。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1223頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	24	[image: 人物61 小菅武夫]	人物61 小菅武夫	小管訓導殉職記念碑（略）
『上田市史・下巻(1940)』1275頁を転載 

（目次位置） 
社寺古墳及人物誌
 　人物篇	2021-07-19
	25	[image: 小島麦二]	小島麦二	麦二は常田の人、通称は鍋屋久兵衛という。（略）
『上田市史・下巻(1940)』1040頁を転載

（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	26	[image: 人物91 よし女]	人物91 よし女	常田村喜七の女なり。父の死後五年にして夫を迎へ別家せしが、夫病死せしかば本家なる親のもとに同居するに至れり。（略）

 『上田市史・下巻(1940)』1303頁を転載 （目次位置） 社寺古墳及人物誌 　人物篇	2021-07-19
	27	[image: 人物50　新田義徳]	人物50　新田義徳	新田左中將義貞二十二世の孫と稱す。(略)
尚碑文篇参照のこと。

『上田市史・下巻(1940)』1264頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	28	[image: 人物11　井上直元]	人物11　井上直元	直元は上田藩士。元俊の子。通称は四郎左衛門。字は仲泰、宜休又水風と号す。延宝5年6月生る。天性温潤、学を好む。風に伊藤仁斎に就きて学び、終身其説を奉ず。

『上田市史・下巻(1940)』1195頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	29	[image: 人物07　松平忠固]	人物07　松平忠固	忠優は忠学の養子、實は潘磨国姫路城主酒井雅楽頭忠實の二男。安政四年九月忠固と改名す（略）


『上田市史・下巻(1940)』1198頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	30	[image: 人物18 糸賀希亮]	人物18 糸賀希亮	希亮は上田藩士、通称は聘三。（以下略）

『上田市史・下巻(1940)』1209頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	31	[image: 人物85 七女]	人物85 七女	常田村小三朗の女なり、幼にして父母に仕う、年十三にして父を喪ひ母に養わる。(略)
時に年四十七。

『上田市史・下巻(1940)』1299頁、1300頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	32	[image: 人物09松平忠厚]	人物09松平忠厚	忠厚、通称銀次郎。上田藩主松平伊賀守忠固の二男にして、嘉永四年八月二十四日江戸に生る。

『上田市史・下巻（1203）』1019頁を転載
（目次位地）
社寺古墳及人物誌
　人物編	2021-07-19
	33	[image: 人物43　服部元戴]	人物43　服部元戴	上田藩士、義孚の二子。享和元年５月生る。名は義則、通称は半左衛門、元戴或は半斉と號す。(略)


『上田市史・下巻(1940)』1242頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	34	[image: 人物53 正力直太郎]	人物53 正力直太郎	安政三年十一月九日上田藩士正力六郎左衛門の長男として、上田市木町(当時鉄砲屋敷という)に生る。(略)
殊に信州教育界に対しては空に輝く明星として、永遠に不滅の光を放つべし。

『上田市史・下巻(1940)』1266、1267頁を転載
(目次位置)
社寺古墳及人物誌
人物篇	2021-07-19
	35	[image: 人物06 松平忠周]	人物06 松平忠周	松平忠晴の三男、幼名與十郎、寛文七年兄忠昭の養嗣となる、是父忠晴の願に依る。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1198頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	36	[image: 人物26成澤寛経]	人物26成澤寛経	弘の塾に学び、翌年昌平に入り、古賀茶渓に就く。(略)


『上田市史・下巻(1940)』1034頁、1035頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	37	[image: 人物25　瀧澤省吾]	人物25　瀧澤省吾	上田藩士。文政九年十一月十九日生る。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1033頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	38	[image: 人物90 るい]	人物90 るい	常田村兵九郎の女なり。(略)
常田村役所また其行為を記して之を郷閭に掲ぐ。

『上田市史・下巻(1940)』1302頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	39	[image: 人物08 松平忠明]	人物08 松平忠明	忠明は上田城主松平氏の分知、更級郡鹽崎五千石の 領主である。(略)
法名は感應院殿前信州太守見譽利天騰運 大居士と云ふ。

『上田市史・下巻(1940)』1200頁、1201頁、1202頁、1203頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	40	[image: 人物57　宮本右次]	人物57　宮本右次	慶応元年十一月九日埴科郡戸倉村に生る。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1271頁、1272頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	41	[image: 人物３９　丸山忠右衛門]	人物３９　丸山忠右衛門	房山村の人なり。性は丸山氏、世々相つぎて、（略）
～所以なり。

『上田市史・下巻（１９４０）』１２３９項を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	42	[image: 人物44　竹内八十吉]	人物44　竹内八十吉	八十吉は國分村、上澤の人、萬蔵の子。文化十年生る。後常田新町柳澤榮三郎方へ同居す。年十一にして、中澤本次郎に就き彫刻を習う。

『上田市史・下巻(1940)』1242、1243頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-19
	43	[image: 人物22 加藤勤]	人物22 加藤勤	勤は維藩の子、通称彦五郎、字は士成、天山と号す。（略）詩文若干あり、明治十一年死す、年六十七。

『上田市史・下巻(1940)』1214・1215頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-18
	44	[image: 人物28 成澤雲帯]	人物28 成澤雲帯	雲帯は上田原町の呉服問屋、萬屋七郎左衛門が俳名なり。（略）

『上田市史・下巻(1940)』1222頁～1223頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-18
	45	[image: 人物80 かん女]	人物80 かん女	田町善助の娘なり。（略）
時に年三十五。

『上田市史・下巻(1940)』1296頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-18
	46	[image: 人物94 のぶ]	人物94 のぶ	のぶは上田領分福田圓四郎の娘、文化二年十五歳の時、上田原町豆腐屋德石衛門に引取られ、其忰に娶はされた。

『上田市史・下巻(1940)』1304頁、1305頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-17
	47	[image: 人物46 伊藤久右衛門]	人物46 伊藤久右衛門	天保十年十一月上田町の丸山家に生まれ、（略）
～同僚たりし渡邊國武の書なり。

『上田市史・下巻(1940)』1260頁、1261頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-17
	48	[image: 人物88　くさ女]	人物88　くさ女	房山村博助の女なり。 昭和四年四歳にして野武村の四郎兵衛の養女となる。 明年四郎兵衛死し養母の手に育てられる。 『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載 （目次位置） 社寺古墳及人物誌 　人物篇	2021-07-17
	49	[image: 人物65 勝俣英吉郎]	人物65 勝俣英吉郎	慶應元年三月十八日上田藩御殿医勝保家に生る。(略)
～やみのゝむらかはき

『上田市史・下巻(1940)』1282頁、1283頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-16
	50	[image: 人物33 田毎月丸]	人物33 田毎月丸	上田藩士、平野六左衛門の子にして、天文六年三月上田鎌原口に生る。（略）
～後評者と仰がれたり。

『上田市史・下巻(1940)』1044～1048頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	51	[image: 人物87 宇平次]	人物87 宇平次	宇平次は、佐七の子にして世々商を営み、始め房山村に居りしが後柳村に就舎す。（略）以下に続きしに事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	52	[image: 人物52 久米由太郎]	人物52 久米由太郎	嘉永五年二月二十四日江戸小石川小日向新坂に生る。（略）
稀に見る盛儀なりき。

『上田市史・下巻(1940)』1265頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	53	[image: 人物68　飯島保作]	人物68　飯島保作	文久三年九月二十一日市内横町佐兵衛氏の長男として生る。(略）

昭和六年六十三銀行と合併し八十二銀行(資本金壱千五百萬）圓を創立して、其頭取となり、前途尚氏の手腕と要する多々ある際に於て、病に冒され昭和六年七月廿六日、遂に逝去せしは惜むべき事なりき。(略）

『上田市史・下巻(1940)』1286、1287、1288貢を転載
(目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物誌	2021-07-14
	54	[image: 人物21 山口毅]	人物21 山口毅	上田藩士。通称は平太郎字は子強、玄山と号す。（略）
明治五年死す。年五十六。


『上田市史・下巻(1940)』1030頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	55	[image: 人物33 田毎月丸]	人物33 田毎月丸	上田藩士、平野六左衛門の子にして、天文六年三月上田鎌原口に生る。（略）
～後評者と仰がれたり。

『上田市史・下巻(1940)』1044～1048頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	56	[image: 人物16 林希言]	人物16 林希言	希言は上田藩士。道信(原泉)の孫。初名道理、字は有中又士寛、金渓と号す。兄弟五人希言は其長なり。（以下略）

『上田市史・下巻(1940)』1208・1209頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	57	[image: 人物41 竹内善吾]	人物41 竹内善吾	山田村竹内友吉の二男。
上田に来てからは小諸などの場所で従学した。
開地改めや算数の才を様々なところで発揮した。

『上田市史・下巻(1940)』1055~1058頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	58	[image: 人物10 河瀬運甕]	人物10 河瀬運甕	名は義胤。通稱は丈右衛門、字は貞郷、運甕又蓬州と號す。上田藩士。(略)
河瀬丈右衛門義胤之墓と刻す。

『上田市史・下巻(1940)』1198・1199頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	59	[image: 人物12　林道信]	人物12　林道信	道信は上田藩士。通称は四郎兵衛。
原泉、また有隣と號す。(略)

『上田市史・下巻(1940)』1205頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-14
	60	[image: 半過古墳群]	半過古墳群	縄文、弥生、平安時代のものが見つかっているそうです。	2021-05-06
	61	[image: 須坂市立博物館]	須坂市立博物館	臥竜公園内にある。
館内は3つのブースに分かれており、須坂藩関係の資料、東日本最大級の積石塚古墳である八丁塚古墳の出土品などの古墳の出土品、製糸業の資料が展示してある。
大きな瓦が出迎えてくれる。
須坂市の歴史を知ることができる貴重な博物館で、入館料自体もすごく安い。	2021-05-05
	62	[image: 陣馬塚古墳]	陣馬塚古墳	陣馬塚古墳は古墳時代後期の円墳です。
染屋台地を見下ろす位置にある陣馬塚古墳の埋葬者は、この台地の開発にかかわった先駆的有力者だったと考えられています。
自然に囲まれ、玄蕃山の高台に位置する様は、埋葬者がいかに力を持っていたかを想像させられます。	2021-05-04
	63	[image: 玄蕃山公園]	玄蕃山公園	玄蕃山公園は上信越道上田菅平インターチェンジのすぐ近くの高台に位置しており、上田市を一望できます。
自然豊かな環境でリフレッシュに最適なのではないでしょうか。
また高台にあるため夜にはきれいな星空が見えます。
リフレッシュしたい時などに訪れてみてはいかかがでしょうか。	2021-05-04
	64	[image: 他田塚古墳]	他田塚古墳	古墳が崩れないように石を重ね合わせてつくったとみられるトンネルのようなものを見て、昔の時代にこんなにすごいものをつくることができたことを不思議に思った。	2021-05-03
	65	[image: 上田市　手塚地区について]	上田市　手塚地区について	手塚(てづか)は上田市の西塩田に位置する地区である。付近には独鈷山があり、ため池も多く、別所温泉も近い。

手塚の地名の由来は、伝承によると、奈良時代に塩焼王が反乱を起こして当地に流罪となったが、再び勢力を挙げて反乱を企てたため、最終的に坂上田村麻呂によって討伐され、その塩焼王の怨霊を恐れた当地の人々によって両手を埋葬された事に由来するとされる。なお、この塩焼王の両手を埋葬した場所が、現在も「王子塚古墳」として残っている。

平安時代にはこの地より手塚氏が出て、手塚光盛が源義仲の家臣として活躍した。後に、この手塚氏からは江戸時代に水戸藩に仕えた手塚良仙光照という蘭方医
がおり、さらに、日本漫画界の巨匠である手塚治虫もこの手塚氏の系統だとされる。

手塚の地名の由来にこれほど偉大な歴	2021-02-27
	66	[image: 内行花文鏡]	内行花文鏡	【作品】
内行花文鏡

【所在地】
群馬県高崎市：蟹沢古墳

【蟹沢古墳】
別名柴崎古墳と呼ばれる円墳である。この古墳からは本遺品以外にも一緒に銅鏡四面、鉄斧二箇、鉄釶一本、刀剣類・土師器残欠九箇が発掘されている。


【作品説明】
内行花文鏡とは後漢代の中国や、弥生時代から古墳時代にかけての銅鏡である。群馬県内ではほかの古墳からも発見されている。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herita%E3%81%86%E3%81%88s/detail/541535/1
・Wikipedia：https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E8%A1%8C%E8%8A%B1%E6%96%87%E9%8F%A1	2021-02-09
	67	[image: 埴輪　盾持人]	埴輪　盾持人	【作品】
埴輪　盾持人

【所在地】
群馬県太田市：若水塚古墳

【若水塚古墳】
他8基の古墳が確認済み。中央部には埋葬施設が残存し、方形の板石を組み合わせた箱式の石棺と判明。棺内からは、互い違いに置かれた男女2体の遺体と、ヒスイの勾玉（まがたま）1個、ガラス製の小玉7個が発見された。棺や玉類からみて、5世紀代に造られたものと思われている。

【作品説明】
3世紀から6世紀、権力者の墓の上やまわりに立て並べられた土製品である埴輪（はにわ）。この埴輪の役割は、古墳を守ること。盾持人は全国で見つかっているが、ほとんどが古墳の中心から離れた縁（ふち）に置かれていたことから、古墳を背に盾を持って立ち、邪悪なものの侵入を防いでいたと考えられる。

【参考資料】
・文化遺産オンライン：http://bunka.nii.ac.jp/herit	2021-02-09
	68	[image: 埴輪　犬]	埴輪　犬	【作品】
埴輪　犬

【所在地】
群馬県伊勢崎市：上武士天神山古墳

【作品説明】
古墳時代、6世紀のもの。土製で高47.1 長52.5 重量7.9kg。犬は縄文時代から狩のパートナーとして人間との長い付き合いがある。古墳時代には人物埴輪の登場と同時期に、狩の対象である猪や鹿の埴輪とともに造形される。首輪をつけ舌を出した姿は、犬の愛くるしさと狩での息遣いを的確に表していると思われる。　　

【参考資料】
・文化遺産オンライン：https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/135427
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_collection/index.php?controller=dtl&colid=J20711	2021-02-09
	69	[image: 三角縁同向式神獣鏡]	三角縁同向式神獣鏡	【作品】
三角縁同向式神獣鏡

【所在地】
群馬県高崎市：蟹沢古墳

【蟹沢古墳】
別名柴崎古墳と呼ばれる円墳である。この古墳からは本遺品以外にも一緒に銅鏡四面、鉄斧二箇、鉄釶一本、刀剣類・土師器残欠九箇が発掘されている。

【作品説明】
誰もが1度は見た事があるかもしれないが三角縁神獣鏡は卑弥呼の鏡と呼ばれているものである(実際鏡として利用されていたかについては議論を読んでいるが)。「魏志倭人伝」にある魏の皇帝が倭の女王卑弥呼に与えた「銅鏡百枚」ではないかという説もある。ちなみに三角縁神獣は蟹沢古墳以外にも県外の多くの古墳から出土しているが、中国からの出土は今のところない。

【参考資料】
・東京国立博物館：https://www.tnm.jp/modules/r_exhibition/index.php?controller=item&id=5307
・e国宝：https://emuseum.nich.go.jp/d	2021-01-27
	70	[image: 深鉢形土器]	深鉢形土器	【作品】
深鉢形土器

【所在地】
群馬県太田市：下宿古墳

【下宿古墳】
平安時代の遺跡で、この他にも多くの土器や土坑等が重要文化財に指定されており、学術的価値の高い遺跡である。

【作品説明】
重要文化財に指定された理由としては、縄文時代草創期に作られたものだと考えてられており、旧石器時代～縄文時代への移行期の物は大変貴重で重要な資料であるからだ。爪形文土器(人の爪や種々の工具を用いた刺突や押圧、摘み出し加工により施された器面の文様が特徴)と、石鏃や石槍などの石器で構成されているのだが、爪形文土器は、東日本に多く分布する尖底(せんてい)の深鉢形土器なのだが、全形を窺える個体はきわめて少ない。

【参考資料】
・国指定文化財データベース：https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/201/00011757
・文化遺	2021-01-27
	71	[image: 焼町土器]	焼町土器	群馬県渋川市にある道訓前古墳から出土した焼町土器である。

道訓前遺跡は縄文時代中期中葉から後葉にかけての大規模な環状集落である。この遺跡から出土した品々の多くが国の重要文化財に指定され、その数は165点である。

道訓前遺跡から出土した焼町土器を始め多くの土器が重要文化財に指定された理由としては、群馬県西部から長野県東部にかけて比較的限定された地域に見られる独特な文様の「焼町土器」の他にも赤城山麓を中心に分布する個性豊かな「三原田式土器」、それが変容した形である南関東の「加曽利E1式土器」「加曽利E2式」期と様々な形態なものが存在し、それらは新潟県や長野県・南関東、北関東の他地域との文化交流の様子や、赤城山麓独自の地域文化の芽生えを示していると判断されたからである。

【参考資料】
・	2021-01-27
	72	[image: 銅水瓶]	銅水瓶	【作品】
銅水瓶

【所在地】
群馬県高崎市：綿貫観音山古墳

【綿貫観音山古墳】
全長98mの前方後円墳である。6世紀頃の古墳で高崎を支配した豪族の古墳と考えられているが、正確な情報は不明である。ここからは他にも多くの金銅製品等が出土しており、それらは6世紀後半の東国を代表する出土品として国宝に指定されている。


【作品説明】
中国・南北朝時代の庫狄廻洛墓から同類の水瓶が発見さたことから中国伝来と考えられている。ちなみに綿貫観音山古墳から出土したものは国内最古の水瓶で、古墳出土でほぼ完形品であるのは世界でこれだけである。

【参考資料】
・群馬県　文化財ライブラリィ：https://www.pref.gunma.jp/03/x0100616.html
・綿貫観音山古墳の世界「オンライン展示品解説　第１回　銅水瓶」：	2021-01-27
	73	[image: 水鳥形埴輪]	水鳥形埴輪	【作品】
水鳥方埴輪の頭部

【所在地】
群馬県太田市：太田天神山古墳

【太田天神山古墳】
太田天神古墳群に属す全長210mの前方後円墳である。東日本最大の大きさを誇り、東日本では2つしかない大王級の古墳のひとつである。(もう一つは同じく群馬県伊勢崎市にあるお富士山古墳)主は崇神天皇の皇子「豊城入彦命」を祖「上毛野氏」であるとされている。

【作品説明】
鳥形埴輪にも様々なモノがあり、鳥の種類によってつくられたいとは異なるとされている。古代において鳥と人間には精神的に深いかかわりがあったのではないかと考えられており、水鳥形埴輪も人間の水鳥に対する思いを反映して作られたものではないかと考えられている。

【参考資料】
・群馬県太田市　太田天神山古墳：https://www.city.ota.gunma.jp/005gyosei/0170-009kyoiku-bunka/bun	2021-01-26
	74	[image: 長持形石棺]	長持形石棺	【作品】
長持形石棺

【所在地】
群馬県伊勢崎市：富士山古墳

【富士山古墳】
全長125mの前方後円墳である。東日本では2つしかない大王級の古墳のひとつである。(もう一つは同じく群馬県太田市にある太田天神山古墳)


【作品説明】
地域をおさめた首長を入れるための棺のため、大王級の古墳だけに存在する。全国でも45箇所からしか見つかっておらず、そのうちの2箇所が群馬県である。お富士山古墳の長持形石棺は全長285cm、 幅121cm、高さ115cm、重さ約6.8t、被葬者は不明であるが、ヤマト政権とも関わりがあった重要人物であると考えられている。

【参考資料】
・群馬県伊勢崎市　お富士山古墳：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html
お富士山古墳所在長持形石棺：https://www.city.isesaki.lg.jp/kanko/rekishi/shitei/shiseki/3380.html	2021-01-26
	75	[image: 群馬県から出土した歴史的遺産]	群馬県から出土した歴史的遺産	〇地域探求テーマ
‐群馬県から出土した歴史的遺産

〇選んだ理由
‐群馬県は国宝・国指定重要文化財に指定されている埴輪の45％を出土していたり、大型古墳数が全国4位を誇る程歴史的遺産が多く出土していたりと県民が誇れるほどの古墳県である。実際私が通っていた小学校の敷地内にも古墳があり、『蛇塚古墳』といいおおよそ6世紀後半の遺跡であった。そこから出土した馬型埴輪は重要文化財に指定されている。そのため群馬から出土した歴史的遺産は他にどう言ったものがあるのか興味を持ったから。

〇探求・アウトプット化内容
‐出土した遺産(文化遺産等に指定されているものを中心に)の種類・そのものの歴史的背景・それから考えられる地理的歴史的特徴
‐出土したモノから歴史を辿る面白さ・個人の地域の歴史的遺産について知る	2020-12-21
	76	[image: 半過古墳群10号墳]	半過古墳群10号墳	道の駅「上田 道と川の駅 おとぎの里」に移築復元された古墳。直径7m程。道路工事により検出された3基の古墳のうち中央に位置する。玄室内で木棺の痕跡を確認し、鉄製釘が2点出土した。横穴式石室で、石室全長5.0m。玄室の平面形は長方形で、奥壁幅1.1m、長さは右側壁2.8m、左側壁3.0mを測る。天丼石を失つているが、奥壁の遺存高は1.4m程。奥壁は幅0.8m程度の石を複数用いて構築されていたものと推定され、現状は4段目の一部が残存していた。	2020-11-17
	77	[image: 半過古墳群10号墳の石室(移築復元)]	半過古墳群10号墳の石室(移築復元)	バイパス工事に伴い、平成18～19年度に発掘調査が行われました。遺跡は2つのトンネルの間にあり、弥生時代から平安時代の住居のほか、半過古墳群の4つの古墳が発掘調査されました。古墳からは人骨や青いガラス玉の首飾り、金銅製の耳飾りなどの多くの副葬品が見つかりました。また、棺桶に入った遺体が骨となってそのままの形で残っていました。	2020-11-14
	78	[image: 長野大学近くの古墳]	長野大学近くの古墳	長野大学から徒歩5-10分ほど歩くと、古墳が現れます。この古墳はどうやら円墳(間違っていたらすみません...)らしいです。
中高の歴史の授業で「前方後円墳」という単語を習った記憶はありますが... 自分の古墳に関する知識はそれぐらいで、古墳のどういうところを楽しめば良いのか、は全くわかりません..
もっと歴史の勉強をすれば楽しめるようになるかな.. と思いました。	2020-11-06
	79	[image: 将軍塚]	将軍塚	この塚は古墳時代後期に築造された有力な豪族の墓である。また、平安時代中期の将軍平維茂の墓ともされている。冷泉天皇の御世の安和2年（969年）信州戸隠山に「紅葉」と名乗る鬼女が住み、妖術を近隣を荒らし住民を苦しめていたのでこれを平定したが、鬼女紅葉との戦闘で傷ついて別所温泉で湯治をしたが、治らずに果てたといわれています。この鬼女紅葉伝説は能「紅葉狩り」の演目のモデルとなっています。	2020-10-17
	80	[image: 人物49内堀茂八]	人物49内堀茂八	小懸郡依田村内堀茂市の子、邁延元年二年生る（略）
以下にその事跡を載す。


『上田市史・下巻(1940)』1263頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-27
	81	[image: 人物08　松平忠明]	人物08　松平忠明	忠明は上田城主松平氏の分知（略）
以下にその事跡を載す。



『上田市史・下巻(1940)』1200頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-27
	82	[image: 人物87 宇平次]	人物87 宇平次	宇平治は佐七の子にして世々商を営み、始め(略)
以下続きにその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-23
	83	[image: 人物52 久米由太郎]	人物52 久米由太郎	喜永五年二月二十四日江戸小石川小日向新坂に生る。(略)
以下続きにその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1265頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-23
	84	[image: 人物11 井上直元]	人物11 井上直元	直元は上田藩士。元彼の子。(略)
以下続きにその事跡を載す。

『上田市史・下巻(1940)』1204頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-23
	85	[image: 人物88　くさ女]	人物88　くさ女	房山村博助の女なり。
昭和四年四歳にして野武村の四郎兵衛の養女となる。
明年四郎兵衛死し養母の手に育てられる。


『上田市史・下巻(1940)』1301頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	86	[image: 人物53　正木直太郎]	人物53　正木直太郎	安政3年11月9日上田藩士正木六郎左衛門の長男として上田市木町に生まれる。
母つねは須坂藩駒澤氏の女なり。


『上田市史・下巻(1940)』1266頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	87	[image: 人物12　桂道信]	人物12　桂道信	道信は上田藩士。
通称は四郎兵衛。


『上田市史・下巻(1940)』1205頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	88	[image: 人物23 上野尚志]	人物23 上野尚志	上田藩士。（略）
幼にして山田篁軒學び、弱冠にして古賀伺庵（精理の字）に従ひ、昌平校に學ぶ、暇あれば四方に遊歴して、文武の士を訪ふ。

『上田市史・下巻(1940)』1215頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	89	[image: 人物７２　はん]	人物７２　はん	はん女は上田城下の人にして父を源七と云ひ、母をすてと云ふ。(略)
時に延享元年にして、母年五十三、女年二十(封内
孝民傳)

『上田市史・下巻(1940)』1108～1109頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	90	[image: 人物３１　小島玉馬]	人物３１　小島玉馬	玉馬は麦二の子。(略)
年六十四。

『上田市史・下巻(1940)』1041頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	91	[image: 人物75　長吉]	人物75　長吉	房山村の人なり。父を長左衙門といふ。


『上田市史・下巻(1940)』1294頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	92	[image: 人物34　活紋]	人物34　活紋	活紋　松本藩士森久米七の第二子にして、安永四年生る。


『上田市史・下巻(1940)』1133～1135頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	93	[image: 人物82　栄次郎]	人物82　栄次郎	鍛冶町の人なり。父を市郎右衛門といふ。鍛冶を以て業とす。幼にして孝、長じて益々敦し。

『上田市史・下巻(1940)』1298頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	94	[image: 人物67　黒澤鷹次郎]	人物67　黒澤鷹次郎	利左衛門の長男、嘉永二年十一月二十三日南佐久群崎田村(現今穂積村宇崎田)に生る。(略)

『上田市史・下巻(1940)』1285～1286頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	95	[image: 人物45　赤松小三郎]	人物45　赤松小三郎	本姓は蘆田氏、幼名を清治郎、忌み名は友裕叉惟敬と云う。天保二辛卯年四月四日上田木町に生る。


『上田市史・下巻(1940)』1244～1259頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	96	[image: 人物79 勘五郎]	人物79 勘五郎	鎌原村の人なり、父を太右衛門という。家貧しくして居宅田圃なし、且つ父若き時より酒の故を以て身修まらず、これがため窮することまた甚し。(略)

『上田市史・下巻(1940)』1295～1296頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	97	[image: 人物38 八木剛助]	人物38 八木剛助	上田藩士にして享和元年生。名は千之、通称は剛助後興一右衛門、 籟洞と号す。(略)

『上田市史・下巻(1940)』1236～1237頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	98	[image: 人物04　真田幸村]	人物04　真田幸村	幸村は正幸の代二子、永禄十一年甲州躑躅ヶ崎なる真田屋敷に生ると云う。


『上田市史・下巻(1940)』1196頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	99	[image: 人物77　仙之助]	人物77　仙之助	仙之助は幼にして横町の太右衛門の贄、養父母に事えて孝養を蓋して怠らず。（以下略）
以下真田氏篇第三章にその事跡を載す。

『『上田市史・下巻(1940)』1111頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	100	[image: 人物24 櫻井純造]	人物24 櫻井純造	上田藩士。徳基の長子。文政九年十一月十五日上田に生る。

『上田市史・下巻(1940)』1216頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20

  ≪  1  2  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
				

			

トップページへ戻る


				

				
					[image: キーワード]
						歴史(99)
	人物(80)
	上田市史(56)
	上田市(24)
	古墳(17)
	群馬県(7)
	自然(5)
	遺跡(3)
	埴輪(3)
	高崎市(3)
	重要文化財(3)
	公園(3)
	人物誌(3)
	上田(3)
	須坂市(2)
	前方後円墳(2)
	史跡(2)
	貴重(2)
	神社(2)
	他田塚古墳(2)
	真田氏(2)
	宮本右次(2)
	井上直元(2)
	久米由太郎(2)
	将軍塚(2)
	伊勢崎市(2)
	太田市(2)
	国宝(2)
	蟹沢古墳(2)
	文化遺産(2)
	玄蕃山(2)
	長野県(2)
	上田藩士(2)
	田毎月丸(2)
	田毎(2)
	人物伝(2)
	人物名(2)
	上田史(2)
	地域資源(2)
	八丁(1)
	八丁鎧塚古墳群(1)
	歴史スポット(1)
	緑(1)
	百々川(1)
	信州(1)
	県史跡(1)
	栃木県(1)
	小山市(1)
	田(1)
	土師器(1)
	円筒埴輪(1)
	寒川古墳群蹟(1)
	市指定記念物(1)
	墳時代中期(1)
	不思議な場所(1)
	参拝(1)
	二子塚古墳(1)
	火之迦具土神(1)
	雑草(1)
	石階段(1)
	大蔵京古墳(1)
	吉田原古墳(1)
	上田市誌(1)
	市史(1)
	文書(1)
	旧上田市(1)
	丸子町誌(1)
	真田町誌(1)
	武石村誌(1)
	丸子町史(1)
	真田町史(1)
	武石村史(1)
	地域史(1)
	郷土史(1)
	真田昌幸(1)
	山際勝三郎(1)
	金子馬治(1)
	相馬通孝(1)
	加助(1)
	滝澤助右衛門(1)
	武右衛門夫婦(1)
	万之助(1)
	総右衛門の二子(1)
	伊藤裕義(1)
	舟木貞政(1)
	そよ女(1)
	小林直次郎(1)
	加藤維藩(1)
	三吉米熊(1)
	茂助(1)
	用八(1)
	津田有栄(1)
	河内山寅(1)
	植村重遠(1)
	まつ(1)
	山田貫兵衛(1)
	上田市伝(1)
	櫻井純造(1)
	仙之助(1)
	真田幸村(1)
	八木剛助(1)
	勘五郎(1)
	赤松小三郎(1)
	黒澤鷹次郎(1)
	栄次郎(1)
	活紋(1)
	長吉(1)
	小島玉馬(1)
	はん(1)
	上野尚志(1)
	桂道重(1)
	正木直太郎(1)
	くさ女(1)
	宇平治(1)
	平維茂(1)
	別所温泉(1)
	お富士山古墳(1)
	長持形石棺(1)
	太田天神山古墳(1)
	水鳥(1)
	綿貫観音山古墳(1)
	銅水瓶(1)
	焼町土器(1)
	渋川市(1)
	道訓前遺跡(1)
	深鉢形土器(1)
	下宿遺跡(1)
	縄文時代(1)
	爪形文土器(1)
	石槍(1)
	平安時代(1)
	石鏃(1)
	石器(1)
	三角縁神獣鏡(1)
	卑弥呼(1)
	邪馬台国(1)
	青銅器(1)
	群馬(1)
	上武士天神山古墳(1)
	盾持人(1)
	若水塚古墳(1)
	後漢(1)
	銅鏡(1)
	内行花文鏡(1)
	中国(1)
	手塚(1)
	いにしえの丘公園(1)
	上田市のスポット(1)
	名所(1)
	文化財(1)
	見晴らしの丘広場(1)
	バーゴラ(1)
	展望台(1)
	夜景(1)
	星空(1)
	陣馬塚古墳跡(1)
	住吉(1)
	染屋台地(1)
	横山丘陵(1)
	古墳時代後期(1)
	円墳(1)
	横穴式石室(1)
	博物館(1)
	郷土資料(1)
	臥竜公園(1)
	ステンドグラス(1)
	蚕糸(1)
	八丁鎧塚古墳(1)
	大きな瓦(1)
	道の駅(1)
	縄文(1)
	弥生(1)
	平安(1)
	林道信(1)
	河瀬運甕(1)
	河瀬氏(1)
	竹内善吾(1)
	林希言(1)
	偉人(1)
	山口毅(1)
	飯島保作(1)
	宇平次(1)
	勝保英吉郎(1)
	伊藤久右衛門(1)
	のぶ(1)
	かん女(1)
	成澤雲帯(1)
	加藤(1)
	勤(1)
	竹内(1)
	八十吉(1)
	竹内八十吉(1)
	丸山忠右衛門(1)
	人物史(1)
	るい(1)
	瀧澤省吾(1)
	松平(1)
	正力直太郎(1)
	服部元戴(1)
	松平忠厚(1)
	七女(1)
	糸賀希亮(1)
	新田(1)
	新田義徳(1)
	よし女(1)
	小島麦二(1)
	岡崎如毛(1)
	仙石政俊(1)
	鈴木志津衛(1)
	和歌(1)
	門倉伝次郎(1)
	世良田亮(1)
	海軍(1)
	八木与一郎(1)
	タタラ塚古墳(1)
	諏訪形(1)
	坂(1)
	絶景(1)
	橋(1)
	地域探訪(1)
	立科町(1)
	大庭遺跡(1)
	散歩(1)
	別所(1)
	塚穴原第1号古墳(1)
	塚穴原第2号古墳(1)
	下之郷古墳群(1)


				

				

				

			



ログイン　トップページへ


			
		


	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

